補足説明資料
ステップ１と２で、それぞれ下記項目の補足説明資料を作成。形式はdoc, docx又はtxtとする。
	氏名（所属）
	大野晋（東北大学）、ohnos@archi.tohoku.ac.jp, 022-795-7510

	(1)計算モデル
	・S21～S23まで

	(2)用いた手法

ソフト名・作成者
	・Boore(1983)+入倉(1986,1994)

・コード作成：大野

	(3)参考文献
	・Boore (1983), 入倉(1986,1994)

	(4)有効振動数
	・1～20 Hz

	(5)乱数発生法
	・一様乱数
・1-20Hzでフーリエ振幅の誤差の二乗和が少ない順に３つ選択。

	(6)重ね合わせ（ステップ２の場合）
	入倉(1986,1994)，すべりの重ね合わせは入倉ほか(1997）



	(7)減衰の導入法
	なし

	(8)提出波形に施した波形処理
	・原波形（フィルタなし）

	(9)その他
	


・提出する補足説明資料のファイル名のつけ方：ステップ名(S1またはS2)-計算者名.doc

例：ステップ１の川辺氏による資料は、S1-KAWABE.doc

